
江
草
さ
ん
（
瓢
緬
″
）
ら
４
人

江草安彦さん松田基さん力さん神野丹下哲夫さん

29日に授与式

　
故
三
木
行
治
・
元
県
知
事
の
業
績
を
た
た
え
、
地
域
社
会
の
発
展
に
司
政
し
た
人
に
贈
ら
れ

る
三
木
記
念
賞
と
、
団
体
を
助
成
す
る
同
助
成
金
の
受
賞
者
が
こ
十
四
口
、
決
ま
っ
た
．
本
年

度
は
、
．
．
一
木
記
念
賞
か
社
会
、
迎
業
、
文
化
の
三
部
門
の
四
人
に
、
同
助
成
金
が
社
会
と
国
際

親
笏
の
二
部
門
で
二
団
体
に
贈
ら
れ
る
．
授
与
式
は
ニ
ナ
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
岡
山
市
古

京
町
の
岡
山
衛
生
会
館
「
一
．
一
本
記
念
ホ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
」
で
行
わ
れ
る
Ｊ

斬］
肖
］
い

助成金は２団体へ

　岡山いのちの電話

　協会とＡＭＤＡに
　
三
木
記
念
賞
に
決
ま
っ
た
の

は
、
社
会
部
門
で
、
川
崎
Ｍ
疸

福
祉
大
学
長
・
社
会
福
祉
法
人

旭
川
荘
和
事
長
の
江
草
安
彦
さ

ん
（
六
ル
）
。
産
業
部
門
で
、
岡
山

経
済
同
友
会
顧
問
の
松
田
基
さ

ん
（
七
圓
）
。
文
化
部
門
で
、
元
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
教
授

の
神
野
力
さ
ん
（
七
六
ｙ
こ
、
備
中

和
紙
製
作
技
術
考
の
丹
下
哲
夫

さ
ん
（
七
一
）
。

　
江
草
さ
ん
は
、
地
域
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
「
旭
川
荘
」
の
発

辰
に
砥
献
す
る
と
と
も
に
、
医

学
と
福
祉
を
合
わ
せ
た
「
医
療

福
祉
学
」
の
体
系
化
を
進
め
る

な
ど
し
た
。
松
田
さ
ん
は
、
昭

和
三
十
四
年
か
ら
十
年
間
に
わ

た
り
、
岡
山
経
済
同
友
会
の
代

頌
の
振
興
な
ど
に
収
り
組
む
一

力
で
、
企
業
利
益
の
社
会
還
元

を
重
ん
じ
、
夢
二
鮮
ｔ
泗
術
釦

浚
立
に
も
力
を
入
れ
た
。

　
同
助
成
金
が
迦
ら
れ
る
の

は
、
社
命
同
で
、
社
会
福
祉

法
人
岡
山
い
の
ち
の
電
話
協
会

　
（
金
光
洋
一
郎
会
民
）
。
国
際

親
洵
部
門
で
、
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
菅
肢

茂
代
表
）
。

　
三
木
記
念
賞
受
賞
者
に
は
、

表
彰
状
と
メ
ダ
ル
、
三
十
万
円

の
賞
金
が
贈
ら
れ
、
同
助
成
金

の
受
貧
者
に
は
、
表
彰
状
と
助

成
金
五
十
万
円
が
贈
ら
れ
る
。
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